
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

衆議院議員 

ごとう祐一通信 
（vol.88） 

 

「隠ぺい国会」  
への対案 

 

隠
ぺ
い
打
破
へ
の
対
案 

 

私
は
、
こ
れ
ら
の
隠
ぺ
い
体
質
の
原

因
と
し
て
役
所
の
文
書
管
理
が
ず
さ
ん

な
点
に
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
具
体
的

に
は
、
「
保
存
期
間
一
年
未
満
の
文
書

は
廃
棄
し
て
よ
い
」
「
組
織
で
共
有
し

て
い
な
い
文
書
（
個
人
メ
モ
）
は
公
文

書
で
は
な
い
」
と
い
っ
た
現
行
ル
ー
ル

の
抜
け
穴
を
ふ
さ
ぐ
「
公
文
書
管
理
法
」

改
正
案
を
私
が
作
成
し
、
六
月
九
日
に

提
出
い
た
し
ま
し
た
。 

 

今
後
も
、
た
だ
反
対
す
る
だ
け
で
な

く
、
改
善
案
を
提
案
す
る
姿
勢
を
貫
い

て
ま
い
り
ま
す
。 

 

共
謀
罪
へ
の
対
案 

 
 

政
府
が
「
印
象
操
作
」
の
た
め
「
テ

ロ
等
準
備
罪
」
と
い
う
名
で
呼
ん
で
い

る
共
謀
罪
法
案
が
、
参
議
院
の
法
務
委

員
会
で
の
採
決
を
せ
ず
に
本
会
議
で
直

接
採
決
さ
れ
、
い
わ
ば
「
超
強
行
採
決
」

と
も
言
う
べ
き
方
法
で
成
立
し
ま
し

た
。
皆
さ
ま
の
携
帯
や
パ
ソ
コ
ン
が
知

ら
な
い
う
ち
に
当
局
に
監
視
さ
れ
る
、

欧
米
の
よ
う
な
超
監
視
社
会
に
つ
な
が

り
か
ね
な
い
法
律
で
す
。
民
進
党
は
、

テ
ロ
を
防
ぐ
た
め
に
最
小
限
必
要
な

「
組
織
的
な
人
身
売
買
と
詐
欺
に
関
す

る
予
備
罪
」
を
追
加
す
る
法
案
を
提
出

「
隠
ぺ
い
国
会
」
閉
幕 

 

六
月
十
六
日
、
「
隠
ぺ
い
国
会
」
と
も

い
う
べ
き
通
常
国
会
が
事
実
上
閉
幕
し

ま
し
た
。
南
ス
ー
ダ
ン
日
報
の
隠
ぺ
い
、

森
友
学
園
を
め
ぐ
る
安
倍
明
恵
総
理
夫

人
の
証
人
喚
問
拒
否
と
財
務
省
資
料
の

隠
ぺ
い
、加
計
学
園
を
め
ぐ
る
文
科
省
の

資
料
の
隠
ぺ
い
。こ
れ
ら
は
真
相
究
明
を

任
務
と
す
る
国
会
に
対
す
る
冒
と
く
で

あ
り
、
国
民
の
知
る
権
利
の
侵
害
で
す
。 

す
る
と
と
も
に
、
島
国
日
本
で
テ
ロ
防

止
に
最
も
重
要
な
空
港
の
入
国
管
理

職
員
が
一
年
で
三
分
の
一
が
辞
め
て

し
ま
う
劣
悪
な
環
境
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
待
遇
改
善
を
提
案
し
て
い
ま
す
。 

 

 

こ
の
国
を
守
る 

 

「
知
る
権
利
」 

「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
」
を
憲
法
に 

 
 

政
府
が
文
書
を
き
ち
ん
と
管
理
し
、

情
報
公
開
し
、
国
会
で
説
明
責
任
を
負

う
。
こ
れ
を
明
確
に
義
務
付
け
る
た
め

の
「
知
る
権
利
」
と
、
超
監
視
社
会
と

し
な
い
た
め
に
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守

る
権
利
」
を
、
憲
法
に
明
文
で
位
置
付

け
る
べ
き
と
、
六
月
一
日
の
衆
議
院
憲

法
審
査
会
と
い
う
正
式
な
場
で
提
案

し
ま
し
た
。 

 

 

加計学園問題 

森友学園問題 



 

 

 

 
民進党神奈川県第１６区総支部 

〒243-0017厚木市栄町 2-4-28-212 

TEL.046-296-2411 FAX.046-296-4811 
 

 

六
月
九
日
、
衆
議
院
の
区
割
り
見
直
し

法
案
が
成
立
し
ま
し
た
。
一
か
月
の
周
知

期
間
を
経
て
、
七
月
十
六
日
以
降
に
行
わ

れ
る
衆
議
院
選
挙
（
任
期
で
あ
る
来
年
十

二
月
ま
で
の
ど
こ
か
で
行
わ
れ
る
）
で
は
、

座
間
市
相
模
が
丘
と
、
相
模
原
市
南
区
の

左
記
地
区
の
方
は
神
奈
川
十
六
区
に
変
更

と
な
り
ま
す
。
こ
の
結
果
、
二
〇
一
五
年

人
口
で
見
る
と
日
本
一
人
口
の
多
い
選
挙

区
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
も
と
も
と
十
六

 
相模原市南区 

松が枝町（全域） 
相南1丁目19～24 
相南2丁目 

13～16、18～24 
相南3丁目27～33 
相南4丁目（全域） 

 
座間市 
  相模が丘1～6丁目 

 

新たに 
16区となるエリア 区

の
方
は
全
て
十
六
区
の
ま
ま
で
す
。 

  

分
か
り
に
く
い
区
割
り 

  

南
区
の
相
南
一
・
二
・
三
丁
目
は
番
地

に
よ
り
選
挙
区
が
分
か
れ
て
し
ま
い
、
大

変
分
か
り
に
く
い
で
す
が
、
こ
れ
は
「
丁

目
」
単
位
で
な
く
投
票
所
単
位
で
線
引
き

を
し
た
か
ら
で
す
。
私
は
、
五
月
三
十
一

日
の
衆
議
院
倫
理
選
挙
特
別
委
員
会
に
お

い
て
、
今
回
は
や
む
を
得
な
い
が
、
次
回

相模原市南区の内、 
次のエリアはこれまで通り 
衆議院16区です。  
下溝、当麻、磯部、新戸、南台、 

相模台、相模台団地、桜台、 

双葉、御園4・5丁目、北里、 

麻溝台、相武台、相武台団地、 

新磯野、上鶴間4811 

新・衆議院16区 
選挙区エリア 

以
降
の
改
定
に
お
い
て
は
、
投
票
所
単
位

で
な
く
「
丁
目
」
単
位
で
線
引
き
す
る
よ

う
求
め
ま
し
た
。 

新
た
に
座
間
市
の
中
で
選
挙
区
が
分
か

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
、

都
道
府
県
ご
と
の
定
数
を
「
〇
増
六
減
」

し
た
こ
と
が
遠
因
で
す
。
民
進
党
や
公
明

党
が
主
張
し
た
「
七
増
十
三
減
」
と
し
て

お
け
ば
神
奈
川
県
の
定
数
が
増
え
る
こ
と

で
、
分
割
は
防
げ
た
か
も
し
れ
な
い
こ
と

も
指
摘
し
ま
し
た
。 

小
選
挙
区
の
区
割
り
見
直
し 

 
1969年3月生まれ（48歳、酉年の年男） 
 
相模原市上鶴間中学校 
〔東海大相模そばの相南４丁目に結婚まで在住〕 
県立厚木高校、東京大学法学部卒業 

 元経済産業省課長補佐 
2009年 衆議院初当選（神奈川県最多得票） 
2014年 小選挙区当選   
現在３期目    妻、息子、娘２名の５人家族。 
  
〔主な役職〕 
 
国 会： 安全保障委員会野党筆頭理事、 

予算委員、情報監視審査会委員 
民進党： 神奈川県連代表、国対副委員長、 

青年局長代理 

ご
と
う
祐
一 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 


